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(A) Research background (Previous studies) 

伊豆小笠原弧は，玄武岩質のマグマの噴火から流紋

岩質のマグマの噴火まで見られる，バイモーダルな火

山活動によって特色づけられている．今まで数多くな

されてきた先行研究では，火山体内部でのマグマ分化

のプロセスを一つ一つ独立させて扱ってきたものが多

く，島弧全体におけるマグマの溶融や分化の様子を包

括的に取り上げたものは少なかった． 

 本研究では伊豆弧の流紋岩質の火山噴出物に着目し

てバイモーダルな火山活動の新しいモデルを提唱した． 

 

(B) Methods 

 本研究では，伊豆弧で噴出した流紋岩を R1: 玄武岩

が主体の火山から少量噴出する流紋岩，type R2: 流紋

岩が主体の火山から卓越して噴出する流紋岩，type R3: 

火山フロントの背弧の玄武岩が主体の火山活動から少

量噴出する流紋岩，の３つに分類した． 

 JAMSTEC が今まで伊豆弧で採取した岩石のデータ

を本研究では使用した．得られた岩石は全岩化学分析，

Sm，Nd，Pb の同位体測定を実施した．また，本研究

では伊豆弧の２つの海底火山の調査結果も新たに述べ

られており，得られた岩石も同様に全岩組成分析と同

位体測定，また斑晶の鉱物組成分析もなされている． 

 

(C) Results and Discussion 

 主要元素，微量元素ともに R1 は伊豆弧の第四紀の

玄武岩に，R2 は漸新世の玄武岩に傾向が類似している． 

また，同位体組成においても R1 は第四紀の岩石と，

R2 は漸新世の岩石との関連を示している． 

 以上の結果から，本研究では伊豆弧におけるマグマ

の発生について新しいモデルを提唱した．R1 タイプの

噴出源である玄武岩主体の火山の直下のマントルウェ

ッジにおいて玄武岩マグマが生成する．この玄武岩マ

グマが側方移動して，漸新世の中部地殻を部分溶融さ

せる．その結果 R2 流紋岩マグマを生じた． 

 

(D) Conclusions  

 このモデルによると，R2 の噴出源である火山の直下 

の中部地殻は，部分溶融によって減少していることに

なるが，地震波測定による R2 の噴出源である火山の

直下は中部地殻が薄いという結果と一致する． 

伊豆小笠原弧は現在も成長中の島弧であり，このよ

うに，伊豆小笠原弧全体の地殻構造と噴出する岩石と

を包括的に扱ったモデルは，島弧地殻の形成の研究を

進める上で有意義である．
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